
 

 

対自転車 AEBS の試験法・評価法の作成について 

 

（赤文字は 2018 年度第 1回評価検討会資料をベースに追記した箇所） 

 

《背景》 

○  我が国の交通事故死者数のうち、半数超えが歩行者と自転車乗員が占めている。 

これまでは、車両と衝突する歩行者の被害を軽減するための評価を行ってきたところ

であるが、自転車による事故についても、交通手段別の交通事故死者数としては

15.6％を占めることから、車両と自転車の衝突を未然に防止する対策を講じることが

重要と考える。 

○  対歩行者被害軽減ブレーキ同様に、対自転車被害軽減ブレーキについても死者数削

減のために高い効果があると見込めることから、当該装置（技術）の技術開発と普及

促進が急務である。 

○ 自動車アセスメントロードマップにおいて導入を検討しているところ。 

○ 2018 年度においては、導入に向けた基礎調査研究を行った。 

 

《導入スケジュール案》 

○ 2018 年度 

 ・Euro NCAP 試験条件の確認 

 ・日本の事故実態調査 

 ・市販車両による実験 

→各種条件による検証用データ取得 

→現在の装置レベル確認 

  ○ 2019 年度 

 ・試験・評価法の策定 

  →試験法案作成に向けた検討（導入スケジュール、試験条件、試験速度など） 

  →配点等の決定（配点、総合評価における取扱など） 

  →対自転車 AEBS 搭載車両による確認試験 

  →試験法、評価法案の作成 

○ 2020 年度 

・試験条件等の確認 

○ 2021 年度 

 ・評価開始 

 

 

実施済み 
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.昨
年
度
実
施
概
要
（①

試
験
シ
ナ
リ
オ
に
関
す
る
検
討
）

○
試
験
シ
ナ
リ
オ
に
関
す
る
検
討

・
日
本
の
事
故
実
態
に
基
づ
き
，
評
価
す
べ
き
シ
ナ
リ
オ
を
整
理
し
た
．

事
故
形
態
別
の
ま
と
め
：

・
四
輪
対
自
転
車
事
故
の
う
ち

約
6
3
％
が
「
出
合
頭
事
故
」

・
追
突
は
約

5
％

（
但
し
，
致
死
率
が
高
い
と
の
分
析
結
果
あ
り
）

出
合
頭
事
故
に
お
け
る
自
転
車
の
進
行
方
向
別

（
車
両
は
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直
進
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に
限
定
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と
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右
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損
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損
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追
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追
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追
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右
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握
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概
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認
試
験
）

実
車
に
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確
認
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験
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ま
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出
合
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車
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と
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追
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実
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.昨
年
度
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要
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J
N
C
A
P
配
点
検
討
）

既
存
の
予
防
安
全
装
置
の
配
点
と
同
様
に
平
成

2
1
年
の

IT
A
R

D
A
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
に
よ
る

対
自
転
車

A
E
B
S
の

JN
C
A
P
得
点
に
つ
い
て
計
算
を
行
っ
た
．

JN
C
A
P
配
点
検
討
の
ま
と
め
：

〇
出
合
頭

・
新
基
礎
額
で
は
，
昼
間
の
総
得
点
が

2
7
.3
点
（
対
車
両

A
E
B
S
と
同
程
度
）

・
対
歩
行
者
で
対
象
外
と
し
た
「
急
な
飛
び
出
し
」
に
相
当
す
る
分
は
除
外
す
る
必
要
あ
り

・
遮
蔽
あ
り
/な
し
の
比
率
は
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
で
は
分
か
ら
な
い
た
め
，
別
途
検
討
が
必
要

〇
追
突

・
新
基
礎
額
で
は
，
進
行
中
と
そ
の
他
を
合
わ
せ
て
昼
間
の
総
得
点
は

2
.1
点

①
②

③

死
亡

重
傷

死
亡

重
傷

昼
91

17
74

1.
0

91
.0
17
74
.0

54
,6
27

54
.6

27
.3
点

11
.4
点

6.
0点

37
.6
点

夜
49

42
7

1.
0

49
.0
42
7.
0

19
,7
74

19
.8

9.
9点

4.
1点

2.
2点

10
.8
点

昼
11

86
1.
0

11
.0

86
.0

4,
25
9

4.
3

2.
1点

0.
9点

0.
5点

2.
3点

夜
37

10
8

1.
0

37
.0
10
8.
0

11
,0
18
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.0

5.
5点

2.
3点

1.
2点

4.
4点

（参
考

）現
行

基
礎

額
で
の

得
点

車
両
相
互

（四
輪
車
対
自
転
車
）

※
四
輪
車
：乗

用
車
及
び

貨
物
（2

.8
t以

下
）

事
故
類
型

進
行
方
向

（１
当
）

進
行
方
向

（２
当
）

昼
夜

出
合
頭

直
進

左
or
右
か
ら

直
進

追
突

（進
行
中
・そ

の
他
）

限
定
な
し

限
定
な
し

安
全
作
動
率

（仮
）

（仮
）死

傷
事
故
低
減
数

換
算

後
配

点
(衝

突
10

0点
)

換
算

後
配

点
(全

体
10

0点
)

評
価
対
象

社
会
損
失
額

（百
万
円
）

換
算
前
配
点

(1
点
=1
0億

）
換

算
後

配
点

(1
点

=1
0億

）

対
象
事
故
件
数
（件

）
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.今
年
度
の
検
討
内
容
案

①
試
験
シ
ナ
リ
オ
，
試
験
の
実
施
方
法

・
試
験
シ
ナ
リ
オ
の
検
討

－
日
本
の
事
故
実
態
か
ら
，
ま
ず
は
昼
間
の
出
合
頭
が
妥
当
か
．

－
出
合
頭
シ
ナ
リ
オ
に
お
け
る
遮
蔽
あ
り
／
な
し
は
，
事
故
実
態
等
を
も
と
に
要
検
討
．

－
追
突
も
対
象
と
す
る
か
？

・
試
験
の
実
施
方
法
の
検
討

－
対
歩
行
者
試
験
と
同
様
に
「
基
準
評
価
試
験
」
を
基
に
「
部
分
評
価
試
験
」
と
し
，
効
率
的
に
実
施
．

－
代
表
車
速
：
出
合
頭
事
故
に
お
け
る
，
四
輪
車
の
危
険
認
知
速
度
な
ど
を
用
い
た
検
討
．

－
部
分
評
価
内
容
：
自
転
車
速
度
，
オ
フ
セ
ッ
ト
に
つ
い
て
部
分
評
価
試
験
と
す
る
か
？

－
遮
蔽
壁
：
使
用
す
る
遮
蔽
壁
，
設
置
位
置
，
遮
蔽
あ
り
/な
し
比
率
な
ど
．

－
自
転
車
：
速
度
，
衝
突
位
置
の
オ
フ
セ
ッ
ト
な
ど
．

②
配
点
の
検
討

・
IT

A
R

D
A
マ
ク
ロ
デ
ー
タ
（

H
2
1
年
）
を
用
い
た
事
故
分
析
結
果
な
ど
を
も
と
に
検
討
．

③
対
自
転
車
A
E
B
S
搭
載
車
両
に
よ
る
確
認
試
験

・
試
験
装
置
の
検
討
：
自
律
走
行
型
シ
ス
テ
ム
の
導
入
検
討
．

・
試
験
車
両
の
選
定
（
輸
入
車
を
検
討
中
）

④
J
N
C
A
P
対
自
転
車
A
E
B
S
評
価
プ
ロ
ト
コ
ル
案
の
作
成
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考
①
：対

自
転
車
A
E
B
S
搭
載
車
両
に
よ
る
確
認
試
験
（
試
験
条
件
）

追
突
シ
ナ
リ
オ
（

C
B
L
A
）

C
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r-

to
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ic
y
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 L
o
n
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d
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d
u
lt
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頭
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C
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N
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e
 A

d
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・
E
u
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N
C
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の
シ
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頭
（

C
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お
よ
び
追
突
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C
B
L
A
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の
2
シ
ナ
リ
オ
に
つ
い
て
確
認



参
考
②
：対

自
転
車
A
E
B
S
搭
載
車
両
に
よ
る
確
認
試
験
（
試
験
条
件
）

遮
蔽
シ
ナ
リ
オ
（

C
B
N

A
O
）

C
a
r-

to
-B

ic
y
c
li
st

 N
e
a
rs

id
e
 A

d
u
lt
 O

b
st
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c
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d

・
加
え
て
，

2
0
1
8
年
の
評
価
試
験
に
は
導
入
さ
れ
な
か
っ
た
遮
蔽
シ
ナ
リ
オ
（

C
B
N

A
O
）

お
よ
び

F
a
rs

id
e
シ
ナ
リ
オ
（

C
B

F
A
）
に
つ
い
て
も
確
認
を
行
っ
た

F
a
rs

id
e
シ
ナ
リ
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（

C
B
F
A
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C
a
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y
c
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d
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参
考
③
：対

自
転
車
A
E
B
S
搭
載
車
両
に
よ
る
確
認
試
験
（
試
験
装
置
の
課
題
）

・
試
験
装
置
に
関
す
る
課
題

現
在
の
け
ん
引
方
式
の
試
験
装
置
（

P.
1
4
参
照
）
で
は
，
追
突
シ
ナ
リ
オ
（

C
B
L
A
）
試
験

実
施
時
の
自
転
車
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
横
位
置
の
再
現
性
が
低
く
，
試
験
の
歩
留
ま
り
が
悪
い
．

E
u
ro

N
C
A
P
の
基
準
値
で
あ
る
±

0
.1

5
m
以
内
に
収
ま
っ
た
の
は

1
2
回
の
試
行
中

3
回
．

最
新
の
自
律
走
行
型
の
装
置
を
導
入
す
れ
ば
再
現
性
高
く
試
験
実
施
で
き
る
見
込
み
だ
が
，

試
験
費
用
の
増
加
は
不
可
避
．
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考
④
：試

験
車
速
に
関
す
る
検
討
（出

合
頭
）

事
故
分
析
の
結
果
で
は
，
四
輪
車
対
自
転
車
の
出
合
頭
事
故
に
お
け
る
四
輪
車
の
危
険
認
知
速
度
は

以
下
の
通
り
と
な
る
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社会損失額（新）［万円］

昼 夜

出
合
頭
全
体

昼
間
の
事
故
に
対
す
る
社
会
損
失
額
は
「~

4
0
k
m

/h
」
が
最
も
多
い
．

代
表
車
速
は

4
0
k
m

/h
程
度
が
妥
当
か
．
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：自

転
車
の
横
断
速
度
に
関
す
る
研
究
例
1

自
転
車
の
横
断
速
度
に
関
す
る
研
究
例

分
析
結
果
か
ら
，
初
期
速
度
は

2
.0

-3
.5

m
/s
（

7
.2
～

1
2
.6

k
m

/h
）
付
近
が
最
も
多
い
．

た
だ
し
，

5
m

/s
（

1
8
k
m

/h
）
以
上
の
速
度
帯
に
も
広
く
分
布
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
．

出
典
：
自
動
車
技
術

農
工
大
永
井
ら
の
研
究

ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
に
記
録
さ
れ
た
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
中
か
ら
，
自
転
車
の
飛
出
し

に
お
け
る
初
期
速
度
を
解
析
し
た
も
の
．



参
考
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：
自
転
車
の
横
断
速
度
に
関
す
る
研
究
例
2

直
進
の
場
合
，
平
均
値
は
概
ね

3
m

/s
（
約

1
1
k
m

/h
）
と
の
結
果
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se
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n

交
通
研
及
川
ら
の
研
究

無
信
号
交
差
点
（
自
転
車
が
非
優
先
側
）
に
お
け
る
自
転
車
の
通
過
速
度
に
関
す
る
調
査
結
果



参
考
⑦
：
自
転
車
の
走
行
速
度
に
関
す
る
研
究
例

公
道
に
お
け
る
自
転
車
の
走
行
速
度
は
，
車
道
，
細
街
路
及
び
自
転
車
道
で
は

1
4
.5

k
m

/h
程
度
，

自
転
車
歩
行
者
道
で
は

1
1
.6

k
m

/h
程
度
と
の
結
果

出
典
：
土
木
学
会

国
交
省
山
本
ら

一
般
公
道
に
お
け
る
自
転
車
の
走
行
速
度
に
つ
い
て
，
実
験
参
加
者

1
0
名
に
よ
る

走
行
実
験
を
実
施




